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研究成果の概要（和文）：本研究は、日仏ともに高等教育の職業専門化が進行する中、その端緒となる1960-70年代の
新構想大学創設にさかのぼって、約40年にわたる職業養成教育の形成過程を比較することを目的とした。研究成果は次
の３点に集約できる。①両国とも経済発展、教育拡大、人的資本、生涯教育等の社会的要請を受けて、新大学が創設さ
れ職業専門化を先導した。②日本で1960年代に「中教審路線」と呼ばれた政策集団において、欧米の新大学をモデルと
する新構想大学の計画が考案された。③戦後の国際的な「計画planning」との関係から、日仏で高等教育計画と新大学
創設が企図された様相を比較した。

研究成果の概要（英文）：This study has attempted to compare the processes of professionalization in 
higher education by creating new universities in France and Japan during the 1960s-70s. Our three main 
results were discussed in an international colloquium and in the final study report. (1) New universities 
were created in answer to demands for economic development, educational growth, human capital, lifelong 
education etc., and they have led the professionalization both in France and Japan. (2) In Japan, the 
policy group called "Line of the Central Council for Education" had elaborated a plan of creating a new 
university in the 1960s by catching up the models of western countries. (3) The idea of "planning" in an 
international context in the post-war period had affected the policy making of higher education planning 
and new university creation in the two countries.
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１．研究開始当初の背景 
 人文主義の長い伝統をもつフランスの大
学も、近年は日本と同様に社会経済的要請を
受けた市場化推進の改革が加速している。教
育課程面では、欧州高等教育圏建設に向けた
再編とともに、多様な学生を受け入れ、既成
ディシプリンの教育に加えて、職業移行を円
滑化するために職業専門化（仏語：
professionnalisation）の推進が図られている。
しかし、その傾向は最近に始まったことでは
なく、少なくとも 1960-70年代に日仏両国で
新構想大学が創設された時期までさかのぼ
って、職業養成教育が進展してきた変容過程
を分析する必要があると考えた。 
 フランスでは 1968 年フォール改革を経て、
大学関係者の「参加」、自治管理面の「自律
性」、教育研究における「ディシプリン（学
問分野）複合性」からなるプラグマティック
な 3原則の下で、新構想「実験大学」として、
パリ第 8大学（ヴァンセンヌ・サンドニ校）、
第 9大学（ドーフィヌ校）が創設された。さ
らにパリ郊外にある第 10 大学（ナンテール
校）から第 13 大学（北部校）にいたる大学
群も、新構想の理念に沿って設立されたと考
えることができる。 
 日本においても、近年の高等教育が経験し
た構造変革の基本部分は、1970 年前後の時
期に重要な政策課題として提起されていた。
1971年の中央教育審議会四六答申において、
学校教育全般にわたる総合的施策が構想さ
れる中で、個人の能力・特性に応じた多様な
コース選択を想定し、多様な資質をもつ学生
のさまざまな要求に即応する高等教育機関
を目指して、総合領域型、専門体系型、目的
専修型といった一層の大学「種別化」を提言
した。そして、1973 年の筑波大学創設に始
まる新構想大学をモデルとして、新しい教育
課程を試行するために、設置基準の運用を弾
力化することが記された。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景から本研究は、日仏両国で
1960-70年代に創設された新構想大学を対象
に、旧来のディシプリンとは異なる職業養成
教育が、今日まで約 40 年にわたり形成され
てきた過程を時系列的に分析し、職業専門化
の変容を比較することを目的とした。 
 具体的には、経済発展、教育拡大、人的資
本、生涯教育等の社会的要請を受けて発展し
た職業養成教育が、既成のディシプリンに基
づく大学教育をいかに変容させ、文化的再生
産に基づく教育と社会の階層構造を流動化
させる契機を作り出したかが問題となり、次
の 2つの課題を設定した。(1)高度職業人養成
とディシプリンの関係をどのように再構築
したか。(2)多様化した学生の教育機会拡大に
どの程度貢献したか。 
 
３．研究の方法 
 本研究の期間は、平成 24年度から 26年度

までの 3年間とし、以下の年次計画を立てた。 
 平成 24年度は、日仏の新構想大学（日本：
筑波大学、新教育大学等、フランス：パリ第
8～13大学等）に関する編年史編纂資料、調
査統計資料、カリキュラム関係資料等を収集
し、電子文書化したデータベースを作成する
ことにより、職業養成教育課程の制度的な形
成過程について分析する。フランスの機関に
対しては、電子メイル等を用いた資料の問い
合わせを行う。 
平成 25 年度は、日仏の新構想大学におけ
る内部資料を中心に既存統計・資料等の補完
的収集を行うとともに、特に職業養成教育と
既成ディシプリンの関係、および入学者の社
会的特性、学生生活状況、卒業者の進路状況
等に関する比較分析を行う。また、日仏双方
の主に文科系分野において新構想大学創設
からの経緯を知る者を対象に、第一次聞き取
り調査を実施する。 
平成 26 年度は、日仏の新構想大学におけ
る個別大学データの分析を進め、第二次聞き
取り調査を実施して追加情報の補完を行う。
フランスではパリ第 8～13大学のほか、1984
年創設のルアーブル大学と 2007 年創設のニ
ーム大学も対象に加え、1960 年代から近年
にかけての新構想大学における教育刷新の
展開について比較検討を行い、最終報告書を
作成する。 
 
４．研究成果 
 平成 24 年度は、フランスの文科系大学学
部に着目した伝統的大学と新構想大学の関
係を、特に職業専門化の進展に焦点を当てて
分析し、学会発表と論文執筆を行った。また、
1968 年以降における日仏の新構想大学に関
する既存文献や編年史等の資料を収集し、今
日の大学改革に連なる教育刷新の展開につ
いて比較分析し、学会発表等を行った。その
結果、フランスにおいては、1968 年フォー
ル改革に伴って「実験大学」として設立され
たパリ第 8・9 大学が、ディシプリン複合性
と学際性に基づく再編の先導的役割を担い、
社会人学生や外国人学生に門戸を開き、職業
専門化の先駆けとなる課程を新設し、教育方
法も伝統的教授法とは異なる修学支援を取
り入れていったことがわかった。また、政治
的なイデオロギー対立や、郊外キャンパスの
都市開発と結びつくなど、様々な社会的要求
に対して全方位的に開かれた性格をもつ変
革が企てられた一方で、一枚岩になりえない
対立や矛盾をはらんでいることが明らかに
なった。パリ第 8大学の事例については、C.
スリエによる主要図書の書評原稿を執筆し
た。日本の新構想大学に関しては、1963 年
と 1971 年の中央教育審議会答申の背後にあ
る政府の高等教育政策に着目し、1973 年筑
波大学開学にいたる政策形成過程を分析し
た。その結果、当初すでに戦後新制大学の画
一性を批判する形で、教育の多様化と制度の
弾力化を図る基本構想が形作られており、今



日進展する新自由主義改革との連続性が大
きいことを明らかにした。これらの日仏の変
化を比較するための理論的基礎作業として、
P.ブルデューのテキストを再検討し、文化的
再生産をもたらす社会的位置関係や態度性
向の分析が、高等教育の自律性を低下させる
文化変動を理解する上で重要であることを
指摘し、論文を執筆した。 
 
 平成 25年度は、日仏の 1960年代以降にお
ける新構想大学創設の政策形成過程につい
て、文書資料および訪問調査によるデータ収
集を行い、それを主に政策立案者の社会的位
置関係から分析し、学会発表と論文執筆を行
った。日本で当時「中教審路線」と呼ばれた
筑波大学創設に至る政策集団の中で交わさ
れた議論に着目し、ユネスコや OECD 等の
国際機関とつながりをもつ官僚のイニシア
ティブの下で、カリフォルニア大学等の欧米
の新大学モデルのキャッチアップと、国内権
益を重視する政財界の支援が結びついて、新
構想大学のプランが作られていったことを
明らかにし、国内学会発表と 12 月に日仏比
較の観点から国際発表を行った。国際発表原
稿は出版の予定となり、編集者を通じて原稿
のリライトを行った。また、当時の政策形成
に関わった大学関係者へのインタビュー調
査を実施し、フランスでは 1968 年以降に創
設されたパリ第 8～13大学を中心に、大学関
係者への訪問調査を通じて 40～50 周年を迎
える学内資料の収集を行うとともに、ルアー
ブル大学とニーム大学を訪問し、特に職業専
門化や学生支援等の教育刷新の展開につい
て聞き取り調査を行った。1960 年代以降の
新構想大学における教育刷新に関する論文
を執筆し、またフランスで新興学問分野とし
て英米諸国の研究方法の影響を受けて発展
した、教育社会学の経験的研究の展開に関す
るレビュー論文を執筆した。 
 
 平成 26 年度は、日仏の新構想大学におけ
る個別大学に関する資料収集と分析を行い、
特に 1960 年代の新構想大学創設に向けた
「計画 planning」に着目した日仏比較を企て、
全 160頁の最終報告書を作成した。ユネスコ
や OECD 等の国際機関を通じて、日仏とも
に経済計画・都市計画・教育計画等が進展す
る中、日本で欧米の「計画」をキャッチアッ
プしながら洗練化を図っていった様相を明
らかにし、学会発表と論文執筆を行った。フ
ランスでも戦後の国家総合計画に基づいて
高等教育計画を立案していった過程を分析
し、その後 1980 年代のバカロレア取得率
80％目標に伴って今日に至る職業養成教育
を促す大学改善が図られていった特徴と問
題点を学会シンポジウムで議論した。以上の
結果、本研究で設定した課題に対して、次の
ことを明らかにすることができた。(1) 日仏
ともに経済発展、教育拡大、人的資本、生涯
教育等の社会的要請を受けて、新大学が創設

され職業専門化を先導した。(2)日本で 1960
年代に「中教審路線」と呼ばれた政策集団に
おいて、欧米の新大学をモデルとする新構想
大学の計画が考案された。(3)戦後の国際的な
「計画」との関係から、日仏で高等教育計画
と新大学創設が企図された様相を比較した。 
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